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調査より以下の項目を予測因子として調査した。すなわち，Charlson Comorbidity Index（CCI），Barthel 








 3) 統計解析 
Kaplan-Mayer法による生存曲線から生命予後，肺炎発症日数の検討を Log rank 検定にて各因子で検討し
た。さらに，主成分分析により各因子の構成概念を検討するとともに，Spearmanの順位相関係数を用い
て因子間の相関の確認を行った。その後，COXの比例ハザードモデルを用いた回帰分析を行い，生命予後






月後に 13名(28.2%)，32ヶ月後に 24名(52.1%)が死亡した。死因は肺炎が 14名（58.3%）であった。ま
た調査開始 14ヶ月後に 21名（45.7%），32ヶ月後までに 28名(60.9%)が肺炎を発症した。 
2. 各予測因子別の生存分析結果 































査が可能な 65歳以上の全患者を対象に，調査開始時，調査開始 14ヵ月，および 32ヵ月経過時に，口
腔内診査ならびに診療録・質問票調査を行った。全身疾患の重篤度を表す Charlson Comorbidity Index








その結果，解析対象者 46名のうち，調査開始 32ヵ月経過後に 24名（52.1%）が死亡し，34名（73.9%）
が肺炎を発症した。ベースラインデータは，第一主成分（口腔清掃自立，BI，MUST，栄養摂取方法，
口腔乾燥），第二主成分（現在歯，年齢，CCI）および第三主成分（性別）に分類された。さらに，各
因子は成分内にて有意な相関を示しており，同一成分内の因子が類似した指向性を有することが示唆
された。この中から，生命予後ならびに肺炎発症との関連が疑われる候補因子として，性別，CCI，MUST，
現在歯，口腔清掃自立，さらに口腔乾燥を選択した。多変量解析では，要介護高齢者の生命予後（死
亡）に関連する独立したリスク因子は，低栄養状態と性差（男性）であった。また，無歯顎であるこ
とも死亡に対して独立したリスク因子となる傾向があった。一方，肺炎発症に関連する独立したリス
ク因子は，口腔清掃自立の低下ならびに性差（男性）であった。有意ではないものの，口腔乾燥も肺
炎発症に対して独立したリスク因子である傾向があった。 
本研究は，単一施設内での長期の観察期間において十分なイベント発生があることから得られた結果の
内的妥当性は高いと言える。そのため，本研究結果は，要介護高齢者の生命予後（死亡）ならびに肺炎
発症に関連する臨床エビデンスの 1つとなり得ると考えられ，ひいては高齢者歯科や有病者歯科の診療
ガイドライン策定に貢献することが期待できる。よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論
文としての価値を認める。 
